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はじめに 

テラヘルツ(THz)波は、イメージングや分

光など様々な用途で有用な電磁波である。

磁性体と非磁性体の薄膜からなるスピント

ロニックテラヘルツエミッター(STE)は、薄

さナノメートルオーダーでありながら、

ZnTe 等と同等の強度を示す有望な光源で

ある[1-3]。近年、非磁性体を 2 層にした 3

層式の STEにより後方に発生するスピン流

を利用することで放射振幅が 1.4 倍に増強

されることが報告されている[3]。本発表で

は、後方に発生した THz波放射を ITO膜で

反射させ、THz 波の波形をポジティブに重

ね合わせることで、STEの THz波放射強度

の向上に成功したので報告する。 
 

実験および実験結果 

Fig. 1(a)に示すようにガラス基板上にマ

グネトロンスパッタリングにより Pt(3 nm)/ 

Fe(5 nm)の STE を作製した。一方で、Fig. 

1(b)に示すように、Pt(3 nm)/Fe(5 nm)の光励

起側に ITO 膜(シート抵抗は 6 /sq)及びマ

イクロシートガラス(厚み 30 μm)を加えた 

 
Fig. 1  Schematics of STE structures in (a) Pt/Fe structure and 

(b) ITO/micro sheet glass/Pt/Fe structure. THz emission for 

backward direction is reflected at ITO and overlaps positively 

with the forward THz wave.  

STE を用意した。ITO 膜は、フェムト秒レ

ーザー光を透過し、THz 波を反射する性質

を持つ。THz波の発生・検出には Ti:sapphire 

Regen. Amp. (800 nm, 100 fs, 1 kHz)を用いて、

EO サンプリング(ZnTe)検出により放射波

形の測定を行った。 

観測された THz波放射波形を Fig. 2に示

す。ITO構造を含む STEは、含まないもの

と比べてピークトゥーピーク振幅で 1.4倍、

1.4 THzにおけるスペクトル強度で 2.4倍の

増加が確認できた。以上の結果より、ITO構

造を用いることで STE の THz 波放射強度

の高強度化に成功した。この方法は他の増

強方法とも組み合わせることが可能であり、

有効な増強方法である。 

 
Fig. 2  Radiated THz waveforms from Pt/Fe emitter without 

(red) and with (blue) ITO structure. 
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